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常任・特別委員会の動き
　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
六
日
に
開
催
さ
れ
、
現

地
視
察
の
後
、
議
案
十
三
件
を

審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案

は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

ま
た
、
①
湘
南
広
域
産
業
振

興
戦
略
の
策
定
②
就
労
支
援
事

業
の
見
直
し
③
藤
沢
市
特
定
開

発
事
業
等
に
係
る
手
続
及
び
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

の
考
え
方
④
湘
南
江
の
島
魅
力

ア
ッ
プ
・
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け

た
取
組
⑤
緑
の
広
場
（
家
庭
菜

園
）
の
制
度
改
正
⑥
柄
沢
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計

画
変
更

︱
以
上
六
件
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

〇
湘
南
江
の
島
魅
力
ア
ッ
プ
・

プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

 　

 〈
市
の
説
明
〉

　

江
の
島
を
核
と
し
た
湘
南
海

岸
は
日
本
を
代
表
す
る
景
勝
地

で
あ
り
、
ま
た
、
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
多
く
の

人
が
年
間
を
通
じ
て
訪
れ
て
い

る
。
今
後
も
こ
の
に
ぎ
わ
い
を

永
続
さ
せ
、
さ
ら
に
湘
南
海
岸

一
体
に
広
げ
て
い
く
た
め
、
本

市
、
神
奈
川
県
及
び
関
係
機
関

と
と
も
に
、
湘
南
江
の
島
魅
力

ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会

議
を
設
け
、
湘
南
江
の
島
魅
力

ア
ッ
プ
・
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

推
進
会
議
は
、鉄
道
事
業
者
、

観
光
関
係
団
体
及
び
行
政
関
係

機
関
等
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
二
回
の
推
進
会
議
を
開
催
し
、

プ
ラ
ン（
案
）を
策
定
し
た
。

　

計
画
の
期
間
は
、
お
お
む
ね

十
年
間
と
し
、
対
象
区
域
は
藤

沢
市
域
内
の
湘
南
海
岸
沿
岸
を

含
め
た
江
の
島
周
辺
と
す
る
。

　

将
来
像
は
「
四
季
を
通
じ
て

訪
れ
た
い
湘
南
江
の
島
・
・
・

自
然
と
歴
史
、
海
辺
や
街
並
み

な
ど
多
彩
な
魅
力
が
織
り
な
す

ま
ち
」
と
し
、
こ
の
将
来
像
を

実
現
す
る
た
め
に
、
①
観
光
客

が
楽
し
め
る
お
も
て
な
し
の
体

制
と
拠
点
づ
く
り
②
江
の
島
を

中
心
と
し
た
湘
南
海
岸
の
周
遊

性
の
確
保
③
広
域
的
な
連
携
強

化
に
よ
る
観
光
の
活
性
化
④
多

様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
魅
力

ア
ッ
プ
⑤
観
光
客
を
含
む
災
害

時
の
対
策

︱
以
上
五
本
の
柱

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
主
な
施
策
と

し
て
、
湘
南
港
ヨ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

新
築
事
業
、
江
の
島
島
内
の
交

通
対
策
等
の
事
業
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

今
後
は
、
プ
ラ
ン（
案
）に

つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
た
上
で
、
二
月
に

開
催
予
定
の
第
三
回
推
進
会
議

に
お
い
て
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て

い
く
。

 　

 〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問　

江
の
島
へ
渡
る
橋
の
渋

滞
解
消
は
重
要
な
課
題
と
考
え

る
が
、
交
通
対
策
の
取
り
組
み

内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁  

臨
港
道
路
三
車
線
化
の

検
討
、
江
の
島
島
内
駐
車
場
の

案
内
板
設
置
及
び
満
空
情
報
の

提
供
、
駐
車
場
二
層
化
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

〇
緑
の
広
場
（
家
庭
菜
園
）
の

制
度
改
正
に
つ
い
て

　

  〈
市
の
説
明
〉

　

緑
の
広
場
は
、
平
成
二
十
三

年
度
末
現
在
で
百
三
十
五
カ
所

設
置
し
て
お
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
広
場
等
と
し
て
多
く
の

市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
家
庭
菜
園
に
つ
い

て
は
、
抽
せ
ん
等
に
よ
っ
て
利

用
者
を
決
定
し
て
お
り
、
一
区

画
は
約
二
十
平
方
㍍
、
利
用
料

金
は
無
料
と
し
、
利
用
期
間
を

三
年
間
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
公
平
性
と
受
益
者

負
担
の
観
点
か
ら
制
度
を
見
直

す
必
要
性
が
あ
り
、
農
地
法
上

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、

新
た
な
利
用
方
式
と
し
た
上
で
、

有
料
化
に
向
け
た
制
度
改
正
を

行
う
こ
と
と
し
た
。　

　

新
制
度
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
は
、
農
業
従
事
者
以
外
の
市

民
が
野
菜
や
花
等
の
栽
培
を
通

じ
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

利
用
料
金
の
徴
収
に
よ
り
財
政

負
担
の
軽
減
や
利
用
者
の
マ
ナ

ー
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

制
度
移
行
に
当
た
り
、
二
十

五
年
四
月
及
び
二
十
六
年
四
月

に
合
計
三
十
四
カ
所
、
約
千
五

百
区
画
を
開
設
し
、
市
内
在
住

者
で
農
園
に
徒
歩
ま
た
は
自
転

車
で
通
え
る
人
を
対
象
に
募
集

す
る
。
利
用
料
金
は
、
一
区
画

当
た
り
年
額
一
万
四
千
円
を
予

定
し
て
お
り
、
区
画
面
積
と
利

用
期
間
は
、
現
行
同
様
、
二
十

平
方
㍍
で
三
年
間
と
す
る
。

　

新
制
度
の
募
集
案
内
は
、
広

報
ふ
じ
さ
わ
二
月
十
日
号
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い

く
。

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
十
二

月
三
日
と
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、

三
日
の
委
員
会
で
は
、
議
案
一

件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

議
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

十
一
日
の
委
員
会
で
は
、
議

案
三
件
、
請
願
一
件
、
陳
情
二

件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

議
案
は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
、

請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
、

陳
情
は
一
件
が
趣
旨
了
承
、
一

件
が
趣
旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ

ａ
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー

ト
タ
ウ
ン
の
取
組
②
市
役
所
（
本

庁
）
に
お
け
る
市
税
等
休
日
夜

間
収
納
窓
口
の
見
直
し
③
入
札

・
契
約
制
度
の
見
直
し
④
平
成

二
十
五
年
度
組
織
改
正
の
概
要

（
案
）
⑤
「
藤
沢
市
自
立
型
復

興
支
援
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
受

入
状
況
及
び
今
後
の
支
援
⑥
ふ

じ
さ
わ
Ｄ
Ｖ
防
止
・
被
害
者
支

援
計
画
（
案
）
の
策
定
（
中
間

報
告
）
⑦
地
域
経
営
会
議
等
の

見
直
し
に
係
る
検
討
状
況
⑧
特

定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認

証
事
務
等
に
係
る
権
限
移
譲
︱

以
上
八
件
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

〇
地
域
経
営
会
議
等
の
見
直
し

に
係
る
検
討
状
況
に
つ
い
て

　

  〈
市
の
説
明
〉

　

地
域
経
営
会
議
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
度
に
設
置
さ
れ
、

地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
た
が
、
課
題
の
整
理

と
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
意

思
決
定
機
関
と
い
う
位
置
づ
け

や
、
地
域
経
営
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
く
会
議
体
の
活
動
、
名

称
は
、
活
動
実
態
や
多
く
の
委

員
の
考
え
方
と
乖か
い
り離
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
市
民
参
画

の
会
議
体
の
役
割
に
見
合
っ
た

位
置
づ
け
や
名
称
と
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
市
民
参

画
の
会
議
体
は
継
続
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
た
上
で
、「
地
域

の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
そ
の

方
向
性
を
行
政
に
提
案
し
、
自

ら
も
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
事

業
計
画
を
立
案
し
、
実
施
す
る

こ
と
の
で
き
る
会
議
体
」
と
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

藤
沢
市
地
域
分
権
及
び
地
域

経
営
の
推
進
に
関
す
る
条
例
等

に
つ
い
て
は
、
行
政
と
地
域
団

体
等
が
対
等
に
責
任
主
体
と
な

っ
て
地
域
経
営
を
行
う
と
い
う

考
え
方
や
、
自
主
的
な
団
体
が

地
域
自
治
の
意
思
決
定
を
担
う

こ
と
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

と
市
民
参
画
を
規
定
す
る
理
念

と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と

等
か
ら
、
二
十
五
年
三
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
方
向

で
あ
る
。

○
平
成
25
年
度
組
織
改
正
の
概

要
（
案
）
に
つ
い
て

　

  〈
市
の
説
明
〉

　

今
回
の
組
織
改
正
に
つ
い
て

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

市
長
が
目
指
す
五
つ
の
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
を
図
る
た
め
、
検
討

を
進
め
て
き
た
。

　

企
画
政
策
部
で
は
、
企
画
政

策
課
に
本
市
の
魅
力
を
積
極
的

に
情
報
発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
を
置
く
ほ
か
、

人
権
に
関
す
る
業
務
を
所
管
す

る
人
権
男
女
共
同
参
画
課
を
設

置
す
る
。
市
民
自
治
部
で
は
、

市
民
相
談
情
報
課
に
情
報
公
開

セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
情
報
公

開
に
関
す
る
業
務
の
所
管
を
よ

り
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を

支
え
る
た
め
防
犯
交
通
安
全
課

を
設
置
す
る
。

　

生
涯
学
習
部
に
つ
い
て
は
、

市
長
部
局
に
お
い
て
も
多
く
の

部
課
が
生
涯
学
習
関
連
の
業
務

を
実
施
し
て
い
る
点
や
県
内
各

市
の
状
況
を
考
慮
し
、
教
育
委

員
会
か
ら
市
長
部
局
へ
移
管
す

る
。
福
祉
部
で
は
、
福
祉
総
務

課
に
福
祉
総
合
相
談
支
援
担
当

を
設
置
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
進
め
る
。

　

消
防
局
で
は
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
迅
速
な
対
応
を
強
化

す
る
た
め
、
予
防
室
と
警
防
室

を
新
設
す
る
。
教
育
部
で
は
、

教
育
指
導
課
に
い
じ
め
防
止
対

策
担
当
を
設
置
し
、
い
じ
め
の

調
査
、学
校
の
指
導
等
を
行
う
。

　

今
後
、
細
部
の
調
整
を
行
っ

た
上
で
、
二
十
五
年
二
月
議
会

に
事
務
分
掌
条
例
の
改
正
の
提

案
を
考
え
て
い
る
。

湘
南
江
の
島
魅
力
ア
ッ
プ
・
プ
ラ
ン

　
　
新
た
な
観
光
戦
略
を
展
開

地
域
経
営
会
議
の
見
直
し

新
た
な
市
民
参
画
の
会
議
体
を
検
討

　

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

十
二
月
十
日
に
開
催
さ
れ
、
藤

沢
市
地
域
防
災
計
画
改
訂
素
案

に
つ
い
て
審
査
し
た
。

〇
藤
沢
市
地
域
防
災
計
画
改
訂

素
案
に
つ
い
て

　

  〈
市
の
説
明
〉

　

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
を
初
め
と
す
る

昨
今
の
災
害
を
踏
ま
え
、
災
害

対
策
基
本
法
等
が
改
正
さ
れ
、

国
の
防
災
基
本
計
画
及
び
神
奈

川
県
地
域
防
災
計
画
が
修
正
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
全
面
的
な

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
改
訂
素
案
は
、
序
論
と

地
震
災
害
対
策
計
画
、
風
水
害

等
対
策
計
画
、
都
市
災
害
対
策

計
画
の
三
つ
の
各
論
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
序
論
は
計
画
の
方

針
、
市
・
防
災
関
係
機
関
・
市

民
等
の
役
割
な
ど
災
害
対
策
全

般
の
総
括
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

地
震
災
害
対
策
計
画
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
状

況
と
県
内
で
起
き
た
建
物
被
害

や
液
状
化
の
実
態
を
踏
ま
え
、

さ
ら
な
る
減
災
に
向
け
、
総
合

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
特
に
情
報
収
集

伝
達
体
制
の
整
備
強
化
、
避
難

体
制
の
充
実
等
を
図
っ
て
い
る
。

　

風
水
害
等
対
策
計
画
で
は
、

近
年
の
大
型
台
風
に
よ
る
洪
水

被
害
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
被

害
の
実
態
を
踏
ま
え
、
避
難
所

開
設
及
び
避
難
勧
告
、
指
示
の

発
令
に
関
す
る
判
断
基
準
を
明

確
に
し
て
い
る
。

　

都
市
災
害
対
策
計
画
で
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
関
係
の

事
故
、
危
険
物
の
漏
え
い
事
故

等
が
起
き
た
場
合
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
各
防
災
関
係
機
関
の

現
状
に
即
し
た
実
践
的
な
も
の

に
見
直
す
ほ
か
、
県
外
の
原
子

力
発
電
所
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
放
出
事
故
も
想
定
に
入
れ
た

も
の
と
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
防
災
会
議
で

検
討
し
た
上
で
、
県
と
の
協
議

を
進
め
て
い
く
。

地
域
防
災
計
画
改
訂
を
検
討

︱
災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
︱

四季を通じて訪れたい湘南江の島を目指す

海抜を表示した看板の設置など、減災に向けた取り組みを進める

建設経済

総　務

　「ふじさわ市議会だより」
は、紙面の都合で発言の一部
を掲載しています。
　詳しくは、会議録をご覧く
ださい。なお、会議録は、図
書館、市民センター、公民館、
市政情報コーナー（市役所職
員会館3階）、または市議会の
ホームページでご覧いただけ
ます。12月定例会の会議録は
2月中旬ころから閲覧できます。
　また、目の不自由な方や読
みづらい方のために、点字と
声のふじさわ市議会だよりを
発行していますので、ご希望
の方は、議会事務局議事課ま
でご連絡ください。

お知らせ


